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航空機 G2 を用い た水蒸気前線の 直接観測 と今後の 降水系観測に対する指針
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1．は じめ に

　Moteki 　et　a1 ．（2004 ，　JMSJ ）は 、 東 シ ナ海上 に お

ける梅雨前線の 南 側 で は 、 大陸性 と海洋性の 二 つ の

湿潤気塊の 境界 と し て 形成 さ れ る水蒸気前線が 存在

する こ と を提唱 した 。 こ の 水蒸気前線の 構造 を観測

的に 捉える た め 、航空機 G2 に よ っ て 直接観測を行 う

戦略が立案 され（研究代表者 ：上田博）、2004年6月24

日と27 日の 東シ ナ海上 に お い て実施された 。 この 観

測に よ り、 水蒸気前線 の 存在 を実証する ため の デ
ー

タ の 取得 に成功 した （上田 ら、 2004 年秋季大会）。

　本講演で は、直接観測 、 衛星 赤外画像（GOES9 ）、

お よ び気 象庁領域 客観解析 （RANAL ）に よる デ
ー

タ

を用 い て、観測 された水蒸気前線の 構造 を調べ た結

果 を報告する 。 また、こ の 観測 にお ける経験 を踏 ま

え、今後新た な観測 を実施す る上 で の 留意点 を議論

した い
。

2．観測概要 と飛行経路決定に つ い て

　観測期間は 、 2004 年 6 月 23 日 か ら 27 日 ま で の 4

日間に設定 し 、 鹿児 島空港 を拠点 と した飛行可能時

間帯は 、 06JST か ら 19　JST ま で で ある 。 確実 に観

測目標 を捉 える た め 、RSM と 5km 解像度の CReSS
に よ る 予 報値 を用 い て 飛行の 経路 と時間を決定 し た 。

そ れぞ れ の 予報値か ら得 られ た収束や水蒸気量等に

関 して 、 水平断面 と飛行 しうる い くつ か の 経路 に沿

っ た下 層 4km 以 下 の 鉛直断面 を用 い て 、飛行の 経

路や高度、 ドロ ッ プゾ ン デ の 投下点 を決定 した 。

3．梅 雨前線 と 2 本の 水蒸気前線

　図 1 は、直接観測実施 中の 6 月 27 日 09JST に お

け る雲画像 と地表収束場を示して い る 。 東シ ナ海上

に は 、 3 本 の 顕著 な収束域 とそ れ らに対応す る雲域

が見 られ る 。 最 も北側 の 収束域は
、 北風領域 の 南端

部で 最 も活発 な雲域に対応 し、気象庁天気図に よ る

梅雨前線の位置 と ほ ぼ 一
致 して い る 。 そ の 南側 で は 、

中国大陸東岸 か ら伸び る水蒸気前線 の 収束域が 2 本

見 られ る。

　飛行前に主要な対象と して い た の は、北緯 30 度

付近 の 東経 125 度か ら 128度付近 で南西 か ら北 東方

向に伸び る雲列で あ る 。 収束域 と して は、必ず しも

飛行経路 と交差 して い ない が 、 RANAL で は 、 梅雨

前線 と近い 部分で 水蒸気前線 を充分に解像で きな い

ためだ と思われ る 。

　 こ の ような雲 と地表収束場の分布か ら、高度 500
m で の 直接観測に よ る 北 緯 30 ．8 度 と 29 ．6 度付 近で

の 水蒸気傾度（図 2）は 、い ずれ も水蒸気前線に 伴うも

の と考えられる。また、直接観測に よる風 の 変化 は、

RANAL の 950　hPa （高度約 500　m ）に お ける風 と概

ね
一

致 し、その 上 で 3 本の 前線 に対応 した よ り微細

な変動 を捉 えて い る こ とが分か る 。

4．解析結果の まとめ

　2004 年 6 月 27 日に実施 した航空機観測 に よ り、

東 シ ナ海上 で は
、 梅雨前線以外 に も降水 を形成 しう

る水蒸気前線が存在す る こ と を観測的 に実証で きた 。

また 、 水蒸気前線 は
、 同時に 複数存在 しうる こ とが

分 か っ た。

5．今後の新 たな観測計画 に対す る指針

　高解像モ デ ル の 予報値の 使用 を前提 とした今後の

観測で は 、 そ の 戦略が よ り緻密な もの に なる と予想

され る 。 今回 、 合計わずか 2 回の飛行で 観測目標 を

捉える こ とがで きた要因は、パ イ ロ ッ トらを含め た

関係者全 員に 意思 決定の 仕方や内容、理 由等 に つ い

て常 に時間的余裕 をもっ て 説明 で きた こ と にあ る。

　今後新た な観測 を実施す る際に は、研究者層 だけ

で な く、観測業者等を含め た よ り広 い 関係者に 対 し

て の 充分 な時間をか けた事前説明が ますます重要に

なる と思 われ る。こ うした事前 の 作 業 に よる夫 々 が

よ り強 い 主体性 を持 っ て動 ける よ うにす るため の 準

備 は、観測の
一

環 と して ますます高 い 重要性 を持 つ

と考え られ る。

図 12004 年 6 月 27 日 09JST に おける GOES9 に

よ る TBB 、RANAL に よ る 950 　hPa の 風 、 1．5x10
’s　s’1

の 地表収束量の 分布（実線）、 お よ び気象庁天気図 に よ

る梅 雨 前線 の 位置。水蒸気前線 と判 断 され る 収束域 を

点線 の 停滞前線 の 記号 で 示 した 。 破線 と星印、丸印 は、
そ れ ぞ れ 主 な 観測 飛 行 経 路 と ゾ ン デ 観測点 を 示す。
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図 2　飛行経路（図 2 中の 破線）に沿 っ た高度 500m に お

け る 温位 と水蒸気混合比、風 の 変化。BF お よ び WVF
は、それぞれ梅雨前線 と水蒸気前線 の 位置を示す 。
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